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(57)【要約】
【課題】複数のアンテナのうち２つ以上の予め定められ
た数のアンテナを用いて通信する場合に、簡易な構成で
、良好な通信品質を確保することが可能な２つ以上のア
ンテナを選択する携帯端末装置を提供する。
【解決手段】携帯端末装置１は、複数のアンテナ１２１
～１２６のうち使用可能な３つ以上のアンテナの識別子
を携帯端末装置１の姿勢毎に対応付けた使用可否情報と
、複数のアンテナにおける優先順位を表した優先順位情
報とを記憶している。携帯端末装置１は、姿勢を検出す
る。携帯端末装置１は、検出された姿勢と使用可否情報
とに基づき、検出された姿勢に対応する使用可能な３つ
以上のアンテナを特定する。携帯端末装置１は、優先順
位情報に基づき、特定された３つ以上のアンテナから、
優先度の高い順に２つ以上の予め定められた数のアンテ
ナを選択する。携帯端末装置１は、選択された予め定め
られた数のアンテナを用いて通信する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のアンテナを備えた携帯端末装置であって、
　前記複数のアンテナのうち使用可能な３つ以上のアンテナの識別子を前記携帯端末装置
の姿勢毎に対応付けた第１のデータと、前記複数のアンテナにおける優先度を表した第２
のデータとを記憶した記憶手段と、
　前記携帯端末装置の姿勢を検出する検出手段と、
　前記検出された姿勢と前記第１のデータとに基づき、前記検出された姿勢に対応する前
記使用可能な３つ以上のアンテナを特定する特定手段と、
　前記第２のデータに基づき、前記特定された３つ以上のアンテナから、前記優先度の高
い順に２以上の予め定められた数のアンテナを選択する選択手段と、
　前記選択された予め定められた数のアンテナを用いて通信する通信手段とを備える、携
帯端末装置。
【請求項２】
　前記携帯端末装置は、第１の周波数帯域を用いた第１の通信と、第２の周波数帯域を用
いた第２の通信とを行ない、
　前記第２のデータは、前記第１の周波数帯域に対応付けられた前記優先度と、前記第２
の周波数帯域に対応付けられた前記優先度とを含み、
　前記選択手段は、
　　前記携帯端末装置が前記第１の通信を行なう場合には、前記特定された３つ以上のア
ンテナから、前記第１の周波数帯域に対応付けられた前記優先度を利用して、前記予め定
められた数のアンテナを選択し、
　　前記携帯端末装置が前記第２の通信を行なう場合には、前記特定された３つ以上のア
ンテナから、前記第２の周波数帯域に対応付けられた前記優先度を利用して、前記予め定
められた数のアンテナを選択する、請求項１に記載の携帯端末装置。
【請求項３】
　ディスプレイと、
　加速度を検知するセンサと、
　前記センサからの出力に基づき前記携帯端末装置の姿勢が、第１の姿勢から、第２の姿
勢、第３の姿勢、第４の姿勢へと順に変化したと検知された場合に、前記ディスプレイに
おけるの表示画面を、順に９０度ずつ回転させる表示制御手段とを備え、
　前記検出手段は、前記姿勢として、前記第１の姿勢、前記第２の姿勢、前記第３の姿勢
、および前記第４の姿勢のいずれかを検出する、請求項１または２に記載の携帯端末装置
。
【請求項４】
　前記携帯端末装置の動作モードとして、第１の動作モードと第２の動作モードとを有し
、
　前記動作モードが前記第１の動作モードである場合に、前記特定手段によるアンテナの
特定処理および前記選択手段によるアンテナの選択処理を実行させ、前記動作モードが第
２の動作モードである場合には、前記特定処理および前記選択処理を実行させない、請求
項１から３のいずれか１項に記載の携帯端末装置。
【請求項５】
　複数のアンテナを備えた携帯端末装置における通信方法であって、
　前記携帯端末装置の姿勢を検出するステップと、
　前記複数のアンテナのうち使用可能な３つ以上のアンテナの識別子を前記携帯端末装置
の姿勢毎に対応付けた第１のデータと前記検出された姿勢とに基づき、前記検出された姿
勢に対応する前記使用可能な３つ以上のアンテナを特定するステップと、
　前記複数のアンテナにおける優先度を表した第２のデータに基づき、前記特定された３
つ以上のアンテナから、前記優先度の高い順に２以上の予め定められた数のアンテナを選
択するステップと、
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　前記選択された予め定められた数のアンテナを用いて通信するステップとを備える、通
信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のアンテナを備えた携帯端末装置および当該携帯端末装置における通信
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数のアンテナを備えた携帯端末装置において、使用するアンテナを切り替える
ことがなされている。たとえば、特許文献１には、当該携帯端末装置として、複数のアン
テナを受信特性に応じて選択して使用する無線機が開示されている。当該無線機は、受信
信号を復元して各アンテナに到来する希望波の受信電力（ＲＳＣＰ：Received Signal Co
de Power）を測定する処理と受信電界レベル（ＲＳＳＩ：Received Signal Strength）を
測定する処理とを、自機の動作状態に応じて切替えて実行することによって、複数のアン
テナの切替判定を行なう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２３５６３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の無線機は、複数のアンテナから１つのアンテナを選択する
構成であるため、キャリアアグリゲーションおよびダイバーシティといった複数のアンテ
ナを用いて通信する技術には適用できない。
【０００５】
　本願発明は、上記の問題点に鑑みなされたものであって、その目的は、複数のアンテナ
のうち２つ以上の予め定められた数のアンテナを用いて通信する場合に、簡易な構成で、
良好な通信品質を確保することが可能な２つ以上のアンテナを選択する携帯端末装置およ
び当該携帯端末装置における通信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のある局面に従うと、携帯端末装置は、複数のアンテナを備える。携帯端末装置
は、複数のアンテナのうち使用可能な３つ以上のアンテナの識別子を携帯端末装置の姿勢
毎に対応付けた第１のデータと、複数のアンテナにおける優先度を表した第２のデータと
を記憶した記憶手段と、携帯端末装置の姿勢を検出する検出手段と、検出された姿勢と第
１のデータとに基づき、検出された姿勢に対応する使用可能な３つ以上のアンテナを特定
する特定手段と、第２のデータに基づき、特定された３つ以上のアンテナから、優先度の
高い順に２以上の予め定められた数のアンテナを選択する選択手段と、選択された予め定
められた数のアンテナを用いて通信する通信手段とを備える。
【発明の効果】
【０００７】
　上記の発明によれば、携帯端末装置は、簡易な構成で、良好な通信品質を確保すること
が可能な２つ以上のアンテナを選択することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】携帯端末装置１の概略構成を説明するための図である。
【図２】携帯端末装置１のハードウェア構成を表した図である。
【図３】携帯端末装置１に格納される優先順位情報Ｄ３を表した図である。
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【図４】携帯端末装置１に格納されている使用可否情報Ｄ４を表した図である。
【図５】携帯端末装置１が縦位置の場合に使用するアンテナを説明するための図である。
【図６】携帯端末装置１が横位置の場合に使用するアンテナを説明するための図である。
【図７】携帯端末装置１の機能的構成を説明するための機能ブロック図である。
【図８】携帯端末装置１の処理の流れを説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の各実施の形態に係る携帯端末装置について説明する
。以下の説明では、同一の部品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も
同じである。したがって、それらについての詳細な説明は繰り返さない。なお、携帯端末
装置としては、たとえば、スマートフォン、タブレット端末が挙げられる。携帯端末装置
は、無線通信が可能な携帯型の機器であれば、特に限定されるものではない。
【００１０】
　＜Ａ．ハードウェア構成＞
　図１は、本発明の実施の形態に係る携帯端末装置１の概略構成を説明するための図であ
る。図１を参照して、携帯端末装置１は、主面に、タッチスクリーン１０８と、操作キー
１０５と、通話用スピーカ１１９とを備えている。なお、タッチスクリーン１０８は、デ
ィスプレイとタッチパネルとを含んで構成される。
【００１１】
　通話用スピーカ１１９は、タッチスクリーン１０８に対して、操作キー１０５と反対側
に設けられている。
【００１２】
　携帯端末装置１は、第１のアンテナ１２１と、第２のアンテナ１２２と、第３のアンテ
ナ１２３と、第４のアンテナ１２４と、第５のアンテナ１２５と、第６のアンテナ１２６
とを内蔵している。第１のアンテナ１２１と、第３のアンテナ１２３と、第５のアンテナ
１２５とは、タッチスクリーン１０８の左側領域の直下の位置に、通話用スピーカ１１９
から操作キーへの方向にこの順に配置されている。第２のアンテナ１２２と、第４のアン
テナ１２４と、第６のアンテナ１２６とは、タッチスクリーン１０８の右側領域の直下の
位置に、通話用スピーカ１１９から操作キーへの方向にこの順に配置されている。
【００１３】
　以下では、携帯端末装置１は、６本のアンテナ（第１～第６のアンテナ１２１～１２６
）のうち２つのアンテナを用いて基地局装置（図示せず）と通信する場合を例に挙げて説
明する。なお、複数のアンテナを用いる局面としては、たとえば、キャリアアグリゲーシ
ョンによる通信、ダイバーシティによる複数のアンテナを用いた通信等が挙げられる。
【００１４】
　携帯端末装置１は、第１の周波数帯域（以下、「バンドＡ」と称する）を用いた通信と
、第２の周波数帯域（以下、「バンドＢ」と称する）を用いた通信とが可能である。携帯
端末装置１は、バンドＡを使用しているときおよびバンドＢを使用しているときの各々に
おいて、６つのアンテナ１２１～１２６から通信に使用する２つのアンテナを選択する。
【００１５】
　また、携帯端末装置１は、携帯端末装置１の姿勢の変化に伴い画面を回転させる画面回
転機能を有する。たとえば、携帯端末装置１は、携帯端末装置１の姿勢が横向きの姿勢か
ら縦向きの姿勢に変化、または当該姿勢が縦向きの姿勢から横向きの姿勢に変化した場合
、ディスプレイの表示画面を９０度回転させる。
【００１６】
　図２は、携帯端末装置１のハードウェア構成を表した図である。図２を参照して、携帯
端末装置１は、プログラムを実行するＣＰＵ１０１と、ＲＯＭ（Read Only Memory）１０
２と、ＲＡＭ（Random Access Memory）１０３と、フラッシュメモリ１０４と、操作キー
１０５と、スピーカ１０６と、カメラ１０７と、タッチスクリーン１０８と、加速度セン
サ１１１と、無線通信ＩＦ（Interface）１１２と、第１のアンテナ１２１と、第２のア
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ンテナ１２２と、第３のアンテナ１２３と、第４のアンテナ１２４と、第５のアンテナ１
２５と、第６のアンテナ１２６と、通話用スピーカ１１９とを、少なくとも含んで構成さ
れている。タッチスクリーン１０８は、上述したように、ディスプレイ１０８１と、タッ
チパネル１０８２とを含む。各構成要素１０１～１０８，１１１，１１２，１１９は、相
互にデータバスによって接続されている。
【００１７】
　第１～第６のアンテナ１２１～１２６は、無線通信ＩＦ１１２に接続されている。第１
～第６のアンテナ１２１～１２６および無線通信ＩＦ１１２は、たとえば、基地局装置を
介した、他の移動体端末、固定電話、およびＰＣ（Personal Computer）との間における
無線通信に用いられる。
【００１８】
　ＲＯＭ１０２は、不揮発性の半導体メモリである。ＲＯＭ１０２は、携帯端末装置１の
ブートプログラムが予め格納されている。フラッシュメモリ１０４は、不揮発性の半導体
メモリである。フラッシュメモリ１０４は、一例としてＮＡＮＤ型で構成してもよい。フ
ラッシュメモリ１０４は、携帯端末装置１のオペレーティングシステム、携帯端末装置１
を制御するための各種のプログラム、並びに、携帯端末装置１が生成したデータ、携帯端
末装置１の外部装置から取得したデータ等の各種データを揮発的に格納する。
【００１９】
　携帯端末装置１における処理は、各ハードウェアおよびＣＰＵ１０１により実行される
ソフトウェアによって実現される。このようなソフトウェアは、フラッシュメモリ１０４
に予め記憶されている場合がある。また、ソフトウェアは、図示しないメモリカードその
他の記憶媒体に格納されて、プログラムプロダクトとして流通している場合もある。ある
いは、ソフトウェアは、いわゆるインターネットに接続されている情報提供事業者によっ
てダウンロード可能なプログラムプロダクトとして提供される場合もある。このようなソ
フトウェアは、アンテナ１２１，１２２、および無線通信ＩＦ１１２を介してダウンロー
ドされた後、フラッシュメモリ１０４に一旦格納される。そのソフトウェアは、ＣＰＵ１
０１によってフラッシュメモリ１０４から読み出され、さらにフラッシュメモリ１０４に
実行可能なプログラムの形式で格納される。ＣＰＵ１０１は、そのプログラムを実行する
。
【００２０】
　本発明の本質的な部分は、フラッシュメモリ１０４その他の記憶媒体に格納されたソフ
トウェア、あるいはネットワークを介してダウンロード可能なソフトウェアであるともい
える。なお、記録媒体としては、ＤＶＤ-ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＦＤ、ハードディスク
に限られず、磁気テープ、カセットテープ、光ディスク、光カード、マスクＲＯＭ、ＥＰ
ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュＲＯＭなどの半導体メモリ等の固定的にプログラムを
担持する媒体でもよい。また、記録媒体は、当該プログラム等をコンピュータが読取可能
な一時的でない媒体である。また、ここでいうプログラムとは、ＣＰＵにより直接実行可
能なプログラムだけでなく、ソースプログラム形式のプログラム、圧縮処理されたプログ
ラム、暗号化されたプログラム等を含む。
【００２１】
　＜Ｂ．データ＞
　図３は、携帯端末装置１に格納される優先順位情報Ｄ３を表した図である。図３を参照
して、優先順位情報Ｄ３では、各アンテナ１２１～１２６の優先度の一例として優先順位
が、バンド（周波数帯域）毎に対応付けられている。
【００２２】
　たとえば、優先順位情報Ｄ３においては、バンドＡの場合、第１のアンテナ１２１が第
１位、第３のアンテナ１２３が第２位、第４のアンテナ１２４が第３位と、第５のアンテ
ナ１２５が第４位、第２のアンテナ１２２が第５位、第６のアンテナ１２６が第６位と規
定されている。また、バンドＢの場合、第６のアンテナ１２６が第１位、第２のアンテナ
１２２が第２位、第５のアンテナ１２５が第３位と、第４のアンテナ１２４が第４位、第
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３のアンテナ１２３が第５位、第１のアンテナ１２１が第６位と規定されている。
【００２３】
　図４は、携帯端末装置１に格納されている使用可否情報Ｄ４を表した図である。使用可
否情報Ｄ４においては、携帯端末装置１の４つの姿勢α，β，γ，δに応じて、第１～第
６のアンテナ１２１～１２６のうち使用可能なアンテナが規定されている。
【００２４】
　姿勢α（第１の姿勢）は、携帯端末装置１が縦長方向（以下、「縦位置」とも称する）
かつ通話用スピーカ１１９が上側（操作キー１０５が下側）となるようにユーザに把持さ
れた姿勢（図５（Ａ），（Ｂ）参照）である。姿勢β（第３の姿勢）は、携帯端末装置１
が縦長方向かつ通話用スピーカ１１９が下側（操作キー１０５が上側）となるようにユー
ザに把持された姿勢（図５（Ｃ），（Ｄ）参照）である。
【００２５】
　姿勢γ（第２の姿勢）は、携帯端末装置１が横長方向（以下、「横位置」とも称する）
かつ通話用スピーカ１１９が右側（操作キー１０５が左側）となるようにユーザに把持さ
れた姿勢（図６（Ａ），（Ｂ）参照）である。姿勢δ（第４の姿勢）は、携帯端末装置１
が横長方向かつ通話用スピーカ１１９が左側（操作キー１０５が右側）となるようにユー
ザに把持された姿勢（図６（Ｃ），（Ｄ）参照）である。
【００２６】
　使用可否情報Ｄ４においては、姿勢αの場合、第１～第４のアンテナ１２１～１２４が
使用可能なアンテナとして規定されている。姿勢βの場合、第３～第６のアンテナ１２３
～１２６が使用可能なアンテナとして規定されている。姿勢γの場合、第１のアンテナ１
２１、および第３～５のアンテナ１２３～１２５が使用可能なアンテナとして規定されて
いる。姿勢δの場合、第２～第４のアンテナ１２２～１２４、および第６のアンテナ１２
６が使用可能なアンテナとして規定されている。
【００２７】
　＜Ｃ．使用されるアンテナ＞
　（ｃ１．バンドＡを用いる場合）
　以下では、携帯端末装置１が、バンドＡを用いて基地局装置と通信を行なう場合を説明
する。図５は、携帯端末装置１が縦位置の場合に使用するアンテナを説明するための図で
ある。より詳しくは、携帯端末装置１がバンドＡを用いているときに使用される２つのア
ンテナを説明するための図である。
【００２８】
　図５（Ａ）は、携帯端末装置１が姿勢αである場合に、ユーザが右手で携帯端末装置１
の右下部を把持した状態を表した図である。図５（Ｂ）は、携帯端末装置１が姿勢αであ
る場合に、ユーザが左手で携帯端末装置１の左下部を把持した状態を表した図である。
【００２９】
　図５（Ａ），（Ｂ）を参照して、携帯端末装置１は、加速度センサ１１１からの出力に
基づいて姿勢αであることを検出すると、使用可否情報Ｄ４（図４）を参照して、検出さ
れた姿勢に対応する使用可能なアンテナを特定する。具体的には、携帯端末装置１は、第
１～第４のアンテナ１２１～１２４が使用可能であることを特定する。
【００３０】
　携帯端末装置１は、使用可能であると特定した第１～第４のアンテナ１２１～１２４の
うち、優先順位情報Ｄ３（図３）のバンドＡの欄を参照して、優先順位が最も高い第１の
アンテナ１２１と、優先順位が次に高い第３のアンテナ１２３とを選択する。より詳しく
は、携帯端末装置１は、第１～第４のアンテナ１２１～１２４において、第１のアンテナ
１２１をメインのアンテナとし、第３のアンテナ１２３をサブのアンテナとして選択する
。携帯端末装置１は、第１のアンテナ１２１と第３のアンテナ１２３とを用いて基地局装
置と通信する。
【００３１】
　なお、使用可否情報Ｄ４において、姿勢αの場合に第５のアンテナ１２５と第６のアン
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テナ１２６とが使用不可と設定されている理由は、ユーザの右手または左手によりアンテ
ナ近傍の筐体表面が覆われるためである。つまり、携帯端末装置１が、受信品質が低下す
るような可能性のあるアンテナを使用しないようにするためである。
【００３２】
　図５（Ｃ）は、携帯端末装置１が姿勢βである場合に、ユーザが右手で携帯端末装置１
の右下部を把持した状態を表した図である。図５（Ｄ）は、携帯端末装置１が姿勢βであ
る場合に、ユーザが左手で携帯端末装置１の左下部を把持した状態を表した図である。
【００３３】
　図５（Ｃ），（Ｄ）を参照して、携帯端末装置１は、加速度センサ１１１からの出力に
基づいて姿勢βであることを検出すると、使用可否情報Ｄ４（図４）を参照して、検出さ
れた姿勢に対応する使用可能なアンテナを特定する。具体的には、携帯端末装置１は、第
３～第６のアンテナ１２３～１２６が使用可能であることを特定する。
【００３４】
　携帯端末装置１は、使用可能であると特定した第３～第６のアンテナ１２３～１２６の
うち、優先順位情報Ｄ３（図３）のバンドＡの欄を参照して、優先順位が最も高い第３の
アンテナ１２３と、優先順位が次に高い第４のアンテナ１２４とを選択する。より詳しく
は、携帯端末装置１は、第３～第６のアンテナ１２３～１２６において、第３のアンテナ
１２３をメインのアンテナとし、第４のアンテナ１２４をサブのアンテナとして選択する
。携帯端末装置１は、第３のアンテナ１２３と第４のアンテナ１２４とを用いて基地局装
置と通信する。
【００３５】
　なお、使用可否情報Ｄ４において、姿勢βの場合に第１のアンテナ１２１と第２のアン
テナ１２２とが使用不可と設定されている理由は、ユーザの右手または左手によりアンテ
ナ近傍の筐体表面が覆われるためである。つまり、携帯端末装置１が、受信品質が低下す
るような可能性のあるアンテナを使用しないようにするためである。
【００３６】
　図６は、携帯端末装置１が横位置の場合に使用するアンテナを説明するための図である
。より詳しくは、携帯端末装置１がバンドＡを用いているときに使用される２つのアンテ
ナを説明するための図である。
【００３７】
　図６（Ａ）は、携帯端末装置１が姿勢γである場合に、ユーザが右手で携帯端末装置１
の右下部を把持した状態を表した図である。図６（Ｂ）は、携帯端末装置１が姿勢γであ
る場合に、ユーザが左手で携帯端末装置１の左下部を把持した状態を表した図である。
【００３８】
　図６（Ａ），（Ｂ）を参照して、携帯端末装置１は、加速度センサ１１１からの出力に
基づいて姿勢γであることを検出すると、使用可否情報Ｄ４（図４）を参照して、検出さ
れた姿勢に対応する使用可能なアンテナを特定する。具体的には、携帯端末装置１は、第
１のアンテナ１２１、および第３～第５のアンテナ１２３～１２５が使用可能であること
を特定する。
【００３９】
　携帯端末装置１は、使用可能であると特定した第１のアンテナ１２１および第３～第５
のアンテナ１２３～１２５のうち、優先順位情報Ｄ３（図３）のバンドＡの欄を参照して
、優先順位が最も高い第１のアンテナ１２１と、優先順位が次に高い第３のアンテナ１２
３とを選択する。より詳しくは、携帯端末装置１は、第１のアンテナ１２１および第３～
第５のアンテナ１２３～１２５において、第１のアンテナ１２１をメインのアンテナとし
、第３のアンテナ１２３をサブのアンテナとして選択する。携帯端末装置１は、第１のア
ンテナ１２１と第３のアンテナ１２３とを用いて基地局装置と通信する。
【００４０】
　なお、使用可否情報Ｄ４において、姿勢γの場合に第２のアンテナ１２２と第６のアン
テナ１２６とが使用不可と設定されている理由は、ユーザの右手または左手によりアンテ
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ナ近傍の筐体表面が覆われるためである。つまり、携帯端末装置１が、受信品質が低下す
るような可能性のあるアンテナを使用しないようにするためである。
【００４１】
　図６（Ｃ）は、携帯端末装置１が姿勢δである場合に、ユーザが右手で携帯端末装置１
の右下部を把持した状態を表した図である。図６（Ｄ）は、携帯端末装置１が姿勢δであ
る場合に、ユーザが左手で携帯端末装置１の左下部を把持した状態を表した図である。
【００４２】
　図６（Ｃ），（Ｄ）を参照して、携帯端末装置１は、加速度センサ１１１からの出力に
基づいて姿勢δであることを検出すると、使用可否情報Ｄ４（図４）を参照して、検出さ
れた姿勢に対応する使用可能なアンテナを特定する。具体的には、携帯端末装置１は、第
２～第４のアンテナ１２２～１２４、および第６のアンテナ１２６が使用可能であること
を特定する。
【００４３】
　携帯端末装置１は、使用可能であると特定した第２～第４のアンテナ１２２～１２４お
よび第６のアンテナ１２６のうち、優先順位情報Ｄ３（図３）のバンドＡの欄を参照して
、優先順位が最も高い第３のアンテナ１２３と、優先順位が次に高い第４のアンテナ１２
４とを選択する。より詳しくは、携帯端末装置１は、第２～第４のアンテナ１２２～１２
４および第６のアンテナ１２６において、第３のアンテナ１２３をメインのアンテナとし
、第４のアンテナ１２４をサブのアンテナとして選択する。携帯端末装置１は、第３のア
ンテナ１２３と第４のアンテナ１２４とを用いて基地局装置と通信する。
【００４４】
　なお、使用可否情報Ｄ４において、姿勢δの場合に第１のアンテナ１２１と第５のアン
テナ１２５とが使用不可と設定されている理由は、ユーザの右手または左手によりアンテ
ナ近傍の筐体表面が覆われるためである。つまり、携帯端末装置１が、受信品質が低下す
るような可能性のあるアンテナを使用しないようにするためである。
【００４５】
　（ｃ２．バンドＢを用いる場合）
　上記においては、携帯端末装置１がバンドＡを用いているときに使用される２つのアン
テナを説明した。携帯端末装置１は、バンドＢを用いる場合には、以下のアンテナを使用
する。
【００４６】
　携帯端末装置１は、姿勢αの場合には、優先順位情報Ｄ３と使用可否情報Ｄ４とに基づ
き、第２のアンテナ１２２をメインアンテナとして、第４のアンテナ１２４をサブアンテ
ナとする。携帯端末装置１は、姿勢βの場合には、第６のアンテナ１２６をメインアンテ
ナとして、第５のアンテナ１２５をサブアンテナとする。携帯端末装置１は、姿勢γの場
合には、第５のアンテナ１２５をメインアンテナとして、第４のアンテナ１２４をサブア
ンテナとする。携帯端末装置１は、姿勢δの場合には、第６のアンテナ１２６をメインア
ンテナとして、第２のアンテナ１２２をサブアンテナとする。
【００４７】
　＜Ｄ．機能的構成＞
　図７は、携帯端末装置１の機能的構成を説明するための機能ブロック図である。図７を
参照して、携帯端末装置１は、制御部２１０と、記憶部２２０と、操作部２３０と、表示
部２４０と、センサ部２５０と、通信部２６０とを備える。制御部２１０は、通信方式切
替部２１１と、検出部２１２と、表示制御部２１３と、特定部２１４と、選択部２１５と
を含む。記憶部２２０は、優先順位情報Ｄ３（図３）と、使用可否情報（図４）とを記憶
している。
【００４８】
　操作部２３０は、ユーザのタッチ操作等の各種の操作を受け付ける。操作部２３０は、
受け付けた操作に基づく情報を制御部２１０に送る。たとえば、操作部２３０は、バンド
Ａを用いる通信を行なうか、あるいはバンドＢを用いる通信を行なうかの選択（つまり、
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通信方式の種別の選択）をユーザから受け付け、当該受け付けた選択に基づく信号を通信
方式切替部２１１に送る。
【００４９】
　表示部２４０は、表示制御部２１３～の指示に基づき、各種の情報を表示する。表示部
２４０は、ディスプレイ１０８１に対応する。
【００５０】
　センサ部２５０は、携帯端末装置１の姿勢を特定するために利用される。センサ部２５
０は、ユーザが手および／または腕を動かしたことに基づく携帯端末装置１の移動および
回転等の動作（位置の変化）に基づく信号（たとえば、加速度を表す信号）を、制御部２
１０の検出部２１２に送る。センサ部２５０は、加速度センサを含む。また、センサ部２
５０は、ジャイロセンサ等の他のセンサを含んで構成されてもよい。
【００５１】
　通信部２６０は、基地局装置との通信に用いられる。通信部２６０は、無線通信ＩＦ１
１２に対応する。
【００５２】
　以下、制御部２１０について説明する。制御部２１０は、携帯端末装置１全体の動作を
制御する。
【００５３】
　通信方式切替部２１１は、たとえば操作部２３０からのユーザ指示に応じて、バンドＡ
を用いた通信方式およびバンドＢを用いた通信方式のいずれかを選択する。なお、通信方
式切替部２１１は、ユーザ指示によるものではなく、携帯端末装置１の通信環境に応じて
自動的にバンドを切替える構成であってもよい。通信方式切替部２１１は、通信方式を切
り替えた場合には、特定部２１４に通信方式をバンドＡまたはバンドＢに切り替えたこと
を通知する。
【００５４】
　検出部２１２は、携帯端末装置１の姿勢を検出する。具体的には、検出部２１２は、セ
ンサ部２５０からの出力に基づき、携帯端末装置１の姿勢が、４つの姿勢α～δのいずれ
であるかを検出する。検出部２１２は、検出結果を、特定部２１４と、表示制御部２１３
とに通知する。
【００５５】
　表示制御部２１３は、携帯端末装置１の姿勢に応じて画面を回転させる。表示制御部２
１３は、たとえば、携帯端末装置１の姿勢が、姿勢αから、姿勢γ、姿勢β、姿勢δへと
順に変化したと検知された場合に、ディスプレイ１０８１における表示画面を、順に９０
度ずつ回転させる。これにより、ユーザは、携帯端末装置１の姿勢に関わらず、正しい向
きで像（つまり、正立した像）を視認することができる。
【００５６】
　特定部２１４は、検出部２１２によって検出された姿勢と使用可否情報Ｄ４（図４）と
に基づき、検出された姿勢に対応する使用可能な２つ以上のアンテナを特定する。たとえ
ば、特定部２１４は、検出部２１２によって携帯端末装置１が姿勢αであることが検出さ
れた場合、第１～第６のアンテナ１２１～１２６のうちから、第１～第４のアンテナ１２
１～１２４を特定する。特定部２１４は、特定したアンテナの識別情報を選択部２１５に
送る。
【００５７】
　選択部２１５は、優先順位情報Ｄ３に基づき、特定部２１４によって特定された３つ以
上のアンテナ（本実施の形態では４つ）から、優先順位の高い順に予め定められた数（本
実施の形態では２つ）のアンテナを選択する。
【００５８】
　詳しくは、選択部２１５は、携帯端末装置１がバンドＡ（第１の周波数帯域）を用いた
通信を行なう場合には、特定された３つ以上のアンテナから、バンドＡに対応付けられた
優先順位を利用して、２つのアンテナを選択する。選択部２１５は、バンドＡが使用され
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ている場合に、たとえば特定部２１４によって第１～第４のアンテナ１２１～１２４が特
定されると、当該４つのアンテナから最も優先順位が高い第１のアンテナ１２１と次に優
先順位が高い第３のアンテナ１２３を選択する。
【００５９】
　また、選択部２１５は、携帯端末装置１がバンドＢ（第２の周波数帯域）を用いた通信
を行なう場合には、特定された３つ以上のアンテナから、バンドＢに対応付けられた優先
順位を利用して、２つのアンテナを選択する。
【００６０】
　さらに、選択部２１５は、選択された第１のアンテナ１２１の識別情報と、選択された
第３のアンテナ１２３の識別情報とを通信部２６０に通知する。その際、選択部２１５は
、選択された２つのアンテナのうち、優先順位が高いアンテナがどちらであるか、あるい
は優先順位が低いアンテナがどちらであるかを表す情報を通信部２６０に通知する。
【００６１】
　通信部２６０は、選択部２１５によって選択された２つのアンテナを用いて通信する。
通信部２６０は、たとえば第１のアンテナ１２１と第３のアンテナ１２３とが選択部２１
５によって選択された場合、第１のアンテナ１２１と、第３のアンテナ１２３とを用いて
通信を行なう。その際、通信部２６０は、優先順位が最も高いアンテナをメインアンテナ
とし、次に優先順位が高いアンテナをサブアンテナとして機能させる。
【００６２】
　＜Ｅ．制御構造＞
　図８は、携帯端末装置１の処理の流れを説明するためのフローチャートである。図８を
参照して、ステップＳ２において、携帯端末装置１のＣＰＵ１０１は、ネットワーク接続
を開始するための処理要求を受け付けたか否かを判断する。ＣＰＵ１０１は、処理要求を
受け付けたと判断した場合（ステップＳ２においてＹＥＳ）、ステップＳ４において、通
信方式を判別する。すなわち、ＣＰＵ１０１は、バンドＡを用いた通信を行なうのか、バ
ンドＢを用いた通信を行なうのかを判断する。ＣＰＵ１０１は、処理要求を受け付けてい
ないと判断した場合（ステップＳ２においてＮＯ）、処理をステップＳ２に戻す。
【００６３】
　ステップＳ６において、ＣＰＵ１０１は、携帯端末装置１の姿勢を検出する。具体的に
は、ＣＰＵ１０１は、携帯端末装置１の姿勢が、４つの姿勢α～δのうちのいずれである
かを判断する。ステップＳ８において、ＣＰＵ１０１は，検出された姿勢に応じた画面を
表示する。たとえば、ＣＰＵ１０１は、ディスプレイ１０８１における画面を回転表示さ
せる。
【００６４】
　ステップＳ１０において、ＣＰＵ１０１は、検出された姿勢および使用可否情報Ｄ４に
基づいて、使用可能なアンテナを特定する。なお、特定方法の詳細については上述したの
で、ここでは繰り返し説明しない。ステップＳ１２において、ＣＰＵ１０１は、優先順位
情報Ｄ３に基づき、特定された使用可能なアンテナのうちから２つのアンテナを選択する
。なお、選択方法の詳細についても上述したので、ここでは繰り返し説明しない。ステッ
プＳ１４において、ＣＰＵ１０１は、選択された２つのアンテナを用いて通信を無線通信
ＩＦ１１２に開始させる。
【００６５】
　ステップＳ１６において、ＣＰＵ１０１は、ネットワーク接続を終了するための処理要
求を受け付けたか否かを判断する。ＣＰＵ１０１は、処理要求を受け付けたと判断した場
合（ステップＳ１６においてＹＥＳ）、一連の処理を終了する。ＣＰＵ１０１は、処理要
求を受け付けていないと判断した場合（ステップＳ１６においてＮＯ）、処理をステップ
Ｓ６に戻す。
【００６６】
　＜Ｆ．利点＞
　以上のように、携帯端末装置１は、複数のアンテナのうち使用可能な３つ以上のアンテ
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ナ（本実施の形態では４つのアンテナ）の識別子を携帯端末装置の姿勢毎に対応付けた使
用可否情報Ｄ４と、複数のアンテナにおける優先順位を表した優先順位情報Ｄ３とを記憶
した記憶部２２０と、携帯端末装置１の姿勢を検出する検出部２１２と、検出された姿勢
と使用可否情報Ｄ４とに基づき、検出された姿勢に対応する使用可能な３つ以上のアンテ
ナを特定する特定部２１４と、優先順位情報Ｄ３に基づき、特定された３つ以上のアンテ
ナから、優先度の高い順に２つのアンテナを選択する選択部２１５と、選択された２つの
アンテナを用いて通信する通信部２６０とを備える。
【００６７】
　このように、携帯端末装置１は、優先順位情報Ｄ３と使用可否情報Ｄ４とを用いたソフ
トウェア処理により良好な通信品質を確保することが可能な２つのアンテナを選択するこ
とができる。つまり、携帯端末装置１は、アンテナ選択のために部品（ハードウェア）を
追加する必要がない。それゆえ、携帯端末装置１では、簡易な構成で、良好な通信品質を
確保することが可能な２つ以上のアンテナを選択することができる。
【００６８】
　さらに、携帯端末装置１は、ＲＳＳＩを監視しながらアンテナを切替える構成を採用す
る必要がないため、消費電力を低減することができる。
【００６９】
　また、携帯端末装置１は、複数のバンド（周波数帯域）の各々において、良好な通信品
質を確保することが可能な２つ以上のアンテナを選択することができる。
【００７０】
　＜Ｈ．変形例＞
　（１）ユーザに第１の動作モードと第２の動作モードとの間で動作モードの選択を可能
としておき、携帯端末装置１の動作モードが第１の動作モードである場合には、特定部２
１４によるアンテナの特定処理および選択部２１５によるアンテナの選択処理を実行させ
、第２の動作モードである場合には、当該特定処理および当該選択処理を実行させないよ
うに、携帯端末装置１を構成してもよい。
【００７１】
　当該構成の場合には、ユーザが、第１の動作モードを選択した場合のみ、上述した特定
処理と上述した選択処理とを携帯端末装置１に実行させることができる。
【００７２】
　（２）上記では、優先度の一態様として、優先順位を例に挙げた説明したが、優先順位
に限定されるものではない。携帯端末装置１は、複数のアンテナ間において優先度を表す
情報を記憶している構成であればよい。
【００７３】
　（３）上記では、選択部２１５が２つのアンテナを選択する構成を例に挙げた。すなわ
ち、バンドＡおよびバンドＢを用いた通信において、２つのアンテナを用いる構成を例に
挙げて説明した。しかしながら、これに限定されるものではない。
【００７４】
　携帯端末装置１が３つ以上の予め定められた数のアンテナを用いて通信する場合、当該
予め定められた数のアンテナを優先順位情報Ｄ３を用いて選択するように選択部２１５を
構成すればよい。
【００７５】
　（４）上記では、２つのバンドＡ，Ｂを例に挙げて説明したが、３つ以上のバンドを使
用可能であり、当該３つ以上のバンドのうちから１つのバンドを選択して使用する構成に
も、上記の特定処理および選択処理を適用することができる。
【００７６】
　今回開示された実施の形態は例示であって、上記内容のみに制限されるものではない。
本発明の範囲は特許請求の範囲によって示され、特許請求の範囲と均等の意味および範囲
内でのすべての変更が含まれることが意図される。
【符号の説明】
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【００７７】
　１　携帯端末装置、１０１　ＣＰＵ、１０４　フラッシュメモリ、１０５　操作キー、
１０８　タッチスクリーン、１１２　無線通信ＩＦ、１１１　加速度センサ、１１９　通
話用スピーカ、１２１　第１のアンテナ、１２２　第２のアンテナ、１２３　第３のアン
テナ、１２４　第４のアンテナ、１２５　第５のアンテナ、１２６　第６のアンテナ、２
１０　制御部、２１１　通信方式切替部、２１２　検出部、２１３　表示制御部、２１４
　特定部、２１５　選択部、２２０　記憶部、２３０　操作部、２４０　表示部、２５０
　センサ部、２６０　通信部、１０８１　ディスプレイ、１０８２　タッチパネル、Ｄ３
　優先順位情報、Ｄ４　使用可否情報。

【図１】 【図２】

【図３】
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